
日・韓・中ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｲﾊﾞﾙ盛大に開催 
2015 年 7 月 16－19 日に韓国 F-1 ｻｰｷｯﾄで、日・韓・中ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｲﾊﾞﾙが開催され、日本から S-FJ 車両 24

台が出走し大成功の初海外ﾚｰｽとなりました。 

FJ 協会「舘会長」のご尽力により多くの苦労を乗り越え今回開催までこぎつけることが出来、素晴らしい舞台と、素晴

らしい企画で S-FJ で参加した選手は素晴らしいﾚｰｽをしてくれました。 

                       ・18 日の予選は、ﾍﾞﾃﾗﾝの吉田選手が記念すべきﾎﾟｰﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝを獲得した。  

                                    ﾎﾟｰﾙ：吉田宣弘     ２分 24 秒 481 

                                    2 位  太田達也     ２分 24 秒 602 

                                    3 位 飛田陽宏      ２分 24 秒 801 

                                    4 位 平 優弥      ２分 24 秒 938 

                                    5 位 KIM KANG DU  ２分 26 秒 806 

                                    6 位 KAMIKAZE    ２分 27 秒 359 

 

 

 

 

 

 ・第一ﾚｰｽのｸﾞﾘｯﾄﾞに並んだ 

24 台の S-FJ 車両 

 

★第一ﾚｰｽは 15:00 に 10LAPS で開始された。 

ﾎﾟｰﾙの吉田選手は第一ｺｰﾅｰは抑えたものの、太田選手に先をゆるしそのまま 10LAPS を走りきり、韓国での初 S-FJ

ﾚｰｽの歴史に名前を刻んだ。ﾎﾟｰﾙの吉田選手は２位でｺﾞｰﾙした。 

 ・優勝  太田 達也 10LAPS  25 分 48 秒 926 

 ・2 位  吉田 宣弘         25 分 50 秒 360 

 ・3 位  飛田 陽宏         25 分 54 秒 668 

 ・4 位  平  優弥         25 分 55 秒 699 

 ・5 位  KIM KAND DU       26 分 17 秒 576 

 ・6 位  KAMIKAZE         26 分 23 秒 621 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今回の参加選手と、ﾒｶﾆｯｸ並びに、S-FJ ﾚｰｽ運営を盛り上げた関係者の総勢 54名 



★19 日には、第二ﾚｰｽが行われたが、上位 6位までがﾘﾊﾞｰｽｸﾞﾘｯﾄﾞとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ﾎﾟｰﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝに着いたのは KAMIKAZE 選手。 

  10 時 45 分ﾚｰｽはスタートした、１周目に第一ﾍｱﾋﾟﾝで追突事故発生してトップ集団に変化がでた。 ﾄｯﾌﾟで帰ってき

たのは平選手である。2 番手には太田選手が続く。３番手には吉田選手。平選手は 10LAPS を、追う太田選手に詰め

よられるが逃げ切って優勝した。 

 

 第二ﾚｰｽ結果 

 ・優勝   平  優弥      10LAPS   26 分 18 秒 062 

 ・2 位   太田 達也              26 分 18 秒 493 

 ・3 位   吉田 宣弘              26 分 27 秒 852 

 ・4 位   飛田 陽宏              26 分 31 秒 597 

 ・5 位   鈴木 智之              26 分 49 秒 590 

 ・6 位   宮本 健一              26 分 49 秒 945 

    

２日間に渡って行われた予選と２ﾚｰｽは、好天候の中成功裏に終了しました。 

関係者の皆様の努力により、これからの S-FJ ﾚｰｽの盛り上がりに大きく寄与したことと思います。 

来年にも引き続き開催できるよう期待したいですね。 

参加された関係者の皆様お疲れ様でした。 

 

S-FJ ﾚｰｽ終了後おこなわれた日・韓・中の交流ｲﾍﾞﾝﾄも盛大に行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


